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国 木 田 独 歩 



(( 一 )) 

とき だ そんりつ 

時 田 先生、 名 は 立派 なれ ど 村立 小学校の 教員で ある、 

まゆ 

それ も 四角な 顔の、 太い 眉の、 大きい 口の、 骨格の た 

くまし い、 背の 低い、 言うまでもなく 若い 女な どに は 

あまり 好かれない 方の 男。 

そのく せ 生徒に も 父兄に も 村長に もき わめて 評判の 

よ いのは、 どこか 言うに言われぬ 優しい ところが ある 

うそ 

ので、 口数の 少ない 代わりに は噓を 言う ことので きな 

い 性分、 それ は 目で わかる、 いつも 笑み を 含んで いる 

ので。 



ひとり 

嫁 を 世話 をしょう 一 人い いのが あると 勧めた 者 は 村 

長ば かリ ではない、 しかし まじめな 挨拶 をした ことな 

く、 今年 三十 一で 下宿 住まい、 このごろ は 人 もこれ を 

怪しまない ほどに な つ た。 

むめ うち はなれ 

梅ち やん、 先生の 下宿 はこの 娘の いる 家の、 別室の 

ちゅう ど ま はしごだん 

中二階で ある。 下 は 物置で、 土間から すぐ 梯子段が 

付いている、 八 畳 一間ぎ り、 食事 は 運んで 上げ ましよ 

おもお 、. 

というの を、 それに は 及ばない と、 母屋に 食べに 行く、 

いっしょ ぜん 

大概 は みんなと 一 同に 膳 を 並べて 食う ので、 何 を 食べ 

とんちゃく 

ささりようと 頓着 しない。 

梅ち やん は 十 歳の 年から 世話にな つたが、 卒業し な 



と 梅 ちゃんの 母親な ど はしょ つ ちゅう うらやんで いる 

くらいで。 

『そんなら こちらで も 水車 を や つ たら どうだろう、 』 

と 先生に 似合わな いこと を ある 時 まじめで 言いだ した _ 

『幸 ちゃんと このよう にです か、 だって あれ は 株です 

ものう、 水車が そういつ だってで きる もんなら たれ 

だって やります わ。』 おかみさん は 情けな そうに 笑つ 

て 言った。 

『なるほど 場処 がない からね ェ。』 先生 は まじめに 感 

心して それで 水車の 話 はやんで 幸 ちゃんの うわさに 

移ッ た。 



きから 待つ て いますよ。』 

『梅ち やん ここで 何して たの。』 

『先生 を 待って いました、 幸 ちゃんの 用ッて 何でし よ 

う。』 

『何だか 知らない。 何 だってよ ぃジャ あない か。』 

『だ つ て 何だか 沈鬱いで いるよう だから …… もし かと 

思って。』 

『ああ 少し 寒くな つて 来た。』 

、^- 1: リ おもや 

二人 は 連れ だって 中二階の 前まで 来たが、 母屋で は 

なにわぶし ふたき たゆう 

浪花節の 二 切りめ で、 大 夫の 声が する ばかり、 みんな 

耳を澄まして いると 見えて 粛然とし ている。 



おふくろ 

と 母親が 見つけて、 低い 声で、 

やす 

『奥で お寝み な。』 半ばし かるよう に 言った。 お 梅 は 

泣き出し そうな 顔 をして 頭 を 振って 外面へ 出た。 月 は 

冴えに 冴え、 まるで 秋 かと も 思われる よう。 庭木の 影 

いん つまだ 

が はっきりと 地に 印して いる。 足 を 爪立てる ようにし 

いけがき ご 

て 中二階の 前の 生垣の そばまで 来て、 垣根越しに 上 を 

おも- P 

見 あげた。 二階 はしん としてい る。 この 時 母屋で ドッ 

と 笑い声が した。 お 梅 はいまい ましそう に 舌う ち をし 

て、 ほんと にいつ まで やって るんだろう とつぶ やきな 

がら 道へ 出た。 橋の 上で 話し声が 聞こえる よう だから、 

もし かと 思って 来る と 先生 一人、 欄干に 倚つ かか ッて 



い 池の ようになつ ている、 その 岸 は 雑木が 茂って 水の 

上に 差し出て いるの が 暗い 影 を 映し また 月の 光が 落ち 

はむし 

ている ところ は 鏡の よう。 たぶん 羽虫が 飛ぶ ので あろ 

う 折り 折り 小さな 波紋が 消えて はまた 現われて いる、 

お 梅 はじつ と 水 を 見て いたが、 ついに 

『幸 ちゃんの 話 は 何でした。』 

『神 田の 叔父の 方へ しばらく & つていたい がどうした 

もんだ ろうと 相談に 来たの サ。』 

『先生 何と 言って やりました。』 お 梅 は 時 田の 顔 を 見 

て 言った がその 声 は 少し 震えて いた、 しかし 時 田 は そ 

んな ことに は 気がつかな いかして、 すこぶる 平気で、 



午後 二 時、 この 降る のに 訪ねて 来て、 中二階の 三 段 

えとう えかき 

目から 『時 田！』 と 首 を 出した の は 江 藤と いう 画家で 

ある、 時 田より は 四つ 五つ 年下の、 これ もど こか 変物 

ものいい みのこな し 

らしい 顔つき、 語調と 体 度と が 時 田よりも 快活ら し 

あお やま ごけにん むすこ 

いば かり、 共に 青山 御家人の 息子で 小 供の 時から 親の 

ま. うぶ 、 

代からの 朋輩 同士で ある。 

時 田 は 朱筆 を 投げ や つ て 仰向けに なりながら、 

『君 先だって 頼んで 置いた の はでき たかね。』 

ひばち すわ 

江 藤 は 火鉢の そばに 座って 勝手に 茶 を 飲み、 とぼけ 

た 顔 をして、 

『なんだ ッ たかしら。』 



ろい 話が あるから それで 持って来 たが これから また こ 

れを 持って行く ところが あるの だ。』 

時 田 は 起ち 上がって 火鉢の そばへ 来て、 『ふう ン』 と 

はなはだ 気のない 返事 をして 聞いて いる、 これ はこの 

人の 癖 だから 対 手 はなん とも 感じない。 

きのう 

『昨日 は あのい い 天気 だからい つもの ように 出かけて 

例の 森、 僕 はま だ あそこ は 画いた ことがない からどう 

せろ くな もの はでき まいが、 一 ッ 試みて 見ようと、 い 

みち 

つもの 細い 径を 例の) J とく 空想に ふけりながら 歩 いた。 

実は —— もう 白状しても いいから 言う が —— 実は 僕 近 

ごろ 自分で 自分 を 疑い 初めて、 果たして おれに 美術家 



たるの 天才が あるの だろう か、 果たして おれ は 一個の 

画家と して 成功す るだろう かなんて しきりと 自脈を 

取って いたの サ。 断然 この 希望 を なげうって しまう か 

とも 思った がその 時 思い当た ッ たの は 君の 事 だ。 君が 

こうや ッて 村立 尋常 小学校 の 校長 それ も 最初 はた だ の 

さ ゅラさ ゆ • つ こ 

教員から 初めて 十 何年と いう 長い間、 汲々 乎と して 

i う ぶ 〈 た、 * 、* -0. 'つ 

勤めお 互いの 朋輩に はもう 大尉に な ッた奴 も いれば 法 

学士で 判事に なった 奴 もい るの を 知らん顔で うらやま 

しいと も 思わず 平気で 自分の 職分 を 守って いる。 もち 

ろん これ は 君の 性分に もよ るだろう、 しかし それ は ど 

ちらで もい い、 ともかく 一心 専念に やって いると いう 



草の 上に 投げ出して じっと 向こう を 見て いると、 何と 

いう 静かな 美しい、 のびのびした 景色だろう！ 僕 は 

何もかも 忘れて しばらく ながめて いた。 

でき 上がった のが これ だ。 われながらお 話に はなら 

ない まず サ 加減、 しかし 僕 は 幾度で もこれ を 画く、 ま 

ず 僕の 力で これなら と 思う やつが できる まで は 何度で 

も 写しに くると 決心して かかった の だ。 ところで この 

まず いやつ を ここまで 画き 上げる のに 妙な ， ，- とが あ つ 

たの サ。 

しきりと 画いて いると、 実景が あまりよ くッて 僕の 

手が いかにもまず いので、 画いて いながら またもや 変 



れで 気が狂 うんだ ろうよ』 と 言った の は 長屋の 者ら し 

ヽ o 

レ 

『うまい こと をい つてら ァ』 と 江 藤 はつぶ やいた。 

の ぼ びん ます や 

『おいら は 毎晩 逆上せる 薬 を 四 合 瓶へ 一 本ず つ 升屋か 

ら 買って 飲む が 一 向 鉄道 往生 を やら かす 気にならね 

エノ ノノ ノ』 

『薬が 足りない のだろう よ、 今夜 あたりお 神さん に そ 

う 言って 一 一 合 も 増やして おもらいな。』 

ふところ 

『違えね え、 懐 が 寒くなら ァヒヒ ヒヒ』 と 妙な 声で 

笑った。 



((三)) 

その 夜 八 時 過ぎで もあろう か、 雨 はしと しと 降って 

や お や あるじ 

いる、 踏切の 八百屋で は 早く 店 をし まい、 主人 は 

ながひばち 

長火鉢の 前で 大 あぐらをかいて、 いつもの 四 合の 薬 を 

ぐびり ぐびり 飲って いる、 女房 は その 手つき を 見て い 

る、 娘のお 菊 は そばで 針仕事 をしながら 時々 頭 を 上げ 

て 店の 戸の 方 を 見る。 

『なるほど 四 合で は 足りね ェ。』 

『何が なるほど だよ。』 女房 はもう 不平ら しい。 

のぼせ 

『逆上 の 薬が 足りな ぃッ てこと よ。』 



娘 は 黙って 相手に ならない。 一 一人 は 無言で 仕事 をし 

ていたが、 母の 手 は 折り 折り やんで、 その 度 ごとに こ 

くりこく りと 居眠り をして いる。 娘 はこの さま を 見て 

見ない ふり をして いたが、 しばらくして ソッと 起き 上 

がって 土間 を 下りた。 表の戸 はニ寸 ばかり 細目に 開け 

て あるの を、 音の せぬ ように 開けて、 身体 を 半分 出し 

あ，. こ J 

て 四辺 を 見 まわす ようで あつたが、 ッと 外に 出た。 軒 

下に 立って いるの が 昨夜お 梅から 『お 菊さん によろ し 

く』 と 冷やかされた 男。 

『オヤ 磯さん？ なぜ そんなと ころに 立って るの、 お 

入りな、』 と 娘 は 小声で いう。 



内 ひっそり となって しまった。 

(明治 三十 三年 七月 作) 
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